
平成26年度　学校評価総括表

成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

　文書やホームページ、メール連絡網
の活用、育友会総会後の行事の充実
により総会参加者を増やし、満足度を
高める。

　参加者の満足度・よかった７
０％以上Ａ、６０％以上Ｂ、５０％
以上Ｃ、それ以下はＤ。

　行事の日程変更もあったが、参加者の満足度も非常に高
かった。全国大会応援の対応も適切におこなえた。

　総会の人数を増やしていけるよう内容
を吟味していきたい。

　内容や行き先を精選し、育友会主催
の研修会（講演会・社会見学）への参
加者を増やし、満足度を高める。

　参加者の満足度・よかった７
０％以上Ａ、６０％以上Ｂ、５０％
以上Ｃ、それ以下はＤ。

　講演会・大学社会見学ともに前年並みの参加があり、満足度
も非常に高かった。

　参加希望者が多くなっていることに対
応する。

　平素の授業の充
実と授業研究週間・
公開授業の活性化
を図る。

　授業研究の活性化を図るため、授
業研究週間等を活用して授業方法を
研究する。

　今年度に入って授業研究の活
性化が図れたと答えた職員が９
割を超えればＡ、９割～６割なら
Ｂ、６割～４割ならＣ、４割未満な
らＤ。

　今年度の授業を振り返って、昨年度より授業研修ができた
か、という質問に対して、「できている」「どちらかといえばできて
いる」をあわせると79％、「できていない」「どちらかといえばで
きていない」をあわせると21％であった。

　授業研究は教員としての力量を高める
上で重要なポイントである。授業研修が
「できている」と回答した教員は17％とに
とどまっており、本年度以上に来年度も
授業研究が活発になるよう授業研究の
環境整備に努めたい。

　キャリア教育を推
進する。

　キャリア教育に関する講演等におい
て働いている人の話を直接聞く。
　「郡高キャリア通信」の中で、進路選
択、大学情報や入試情報、大学での
研究内容や卒業後の進路等、将来の
自己実現に繋がる情報を発信し、キャ
リア教育の充実に役立てる。

　キャリア教育に関する講演等
の感想において、とても良かっ
た、良かったの割合が７割以上
ならA、５割以上ならB、３割以上
ならC。３割未満ならD。実施しな
いときは「郡高キャリア通信」の
発信によって評価する。

　　「Professionalsに学ぶ」の感想が良かった以上の割合が高く
A評価であった。「郡高ｷｬﾘｱ通信」は６月以降月１回のペース
で発刊し、ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾀｰにより進路選択やｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ等ｷｬﾘｱ
教育にかかわる多くの情報と大学情報を発信し、生徒の意識
の向上を図ることができた。

　生徒の進路希望や進路状況に対応し
た情報の発信を継続、ｷｬﾘｱ教育をより
一層推進する。また卒業生とのネット
ワークを更に充実させ、キャリア教育の
充実に役立てる。

　進路HR、進路だより、進路集会等に
より自己の進路目標の実現に向け、
早期に学習を開始させる。

　進路目標実現に向けた学習の
開始時期が、過半数の生徒が、
２年２学期までＡ、３学期までＢ、
３年１学期までＣ、それ以降Ｄ。

Ｂ

　進路HR、進路だより、進路集会等により「進路目標の実現に
向けての学習」を意識させることができた。高い進路目標を持
ちながら、その実現に向けた学習の本格的な開始時期は１・２
年とも先延ばしする傾向がある。

　進路集会による情報提供、模試やｾﾝ
ﾀｰﾁｬﾚﾝｼﾞによる実力の確認により、進
路実現に向け意識を向上させ、より早期
から学習に取り組ませる。

　第１学年より進路希望調査を実施
し、進路目標を明確にし、センター試
験・２次試験に向けての教科学習を早
期に開始させ、最後まで第１志望を堅
持させる。

　センター試験７科目受験率７
０%以上Ａ、６５%以上Ｂ、６０%以
上Ｃ、６０%未満Ｄ。 Ａ

　ｾﾝﾀｰ試験７科目受験率はｾﾝﾀｰ受験生徒を母集団として
71.1%であった。国公立大学志望生徒が７科目型でｾﾝﾀｰ試験
を迎えられるよう、１･２年次における基礎力、特に数学、英語
の基礎学力充実が課題である。

　1・2年次において授業への真摯な取り
組みにより学習内容の理解・深化をはか
る。家庭での予習復習の習慣化により、
基礎力の徹底を図る。

　学力の向上を図
る。

　模試成績を分析し、進路対策委員
会と教科が連携して学力向上の具体
的方策を検討し、その実行により進路
目標の実現を図る。

　学年の初回と最終回の模試全
国偏差値の差が 0以上A, -3以
上B,-6以上C,-6未満D。

　校外模試全国偏差値の推移は、１年が-0.7、２年は+0.5、３年
はﾏｰｸ+2.6、記述+3.7で、１年B、2年A、3年Ａ評価である。１・２
年次における全国偏差値の低下を抑えることが課題である。

　対策委員会と教科・学年が連携し課題
を明確にし、対策を着実に実行に移し継
続的に指導する。

教　育　目　標
　幅広い知識と教養、正しい判断力と自律的な生活態度を身に付けさせるとともに、豊かな人間性や社会連帯の精神、国際社会に生きる資質を養うなど、民主的で平和な社会の創造と発展に貢献できる人
材の育成を目指す。 総合

評価
運　営　方　針 「誠実・剛毅・雄大」の校訓の精神と文武両道を奨励する校風のもと、個々の生徒の自己実現に向けて、確かな学力の定着を図る指導、自主的な学習態度や自律的な生活態度を高める指導の徹底を図る。

Ａ

Ａ

評価指標

年度末（３月）

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も取組
のさらなる充実を期待した
い。

Ａ

Ａ

Ａ

　第1学年から予習、復習を習慣化させ、学力の定着を図るとともに、指導者としての授業力を校内研究授業等を通して向上させる。

具　　　　体　　　　的　　　　目　　　　標

　第1学年から進路に関する情報提供を充実させ、自己を客観的に見つめる中から将来の進路を考えさせる。

　遅刻の削減。校内外の生活全般にわたってルールやマナーを身に付けさせる。自らの健康や安全を確保する能力と自立心を養う。

○昨年度の成果と課題 本　年　度　重　点　目　標

具体的目標
(評価小目標)

具体的方策
自己評価

学校関係者評価（結果・分
析）及び改善方策

B

評価
項目

　確かな学力の養成
　家庭学習の重要性を訴え
ているが、生徒の認識として
は不十分。そのため、課題
を積極的に与えているが、
課題についての教科内、教
科間の連携がスムーズにで
きず、時によっては生徒の
負担になりすぎることもあっ
た。量的、質的な改善のた
め、教員間での日常的な連
携が大切。

　基本的生活習慣の確立と自己管理能力の育成

  豊かな人間性の育成

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も生徒
たちの変化に対応できる
ように研修を積んでほし
い。そして、その成果を市
内の小中学校にも広めて
もらえば、地域の連携にも
つながる。

　教科担当者、部活動顧問が常に連携し、効率的な部活動となるための工夫を図るとともに、学習においては集中力を養い、目標を
貫徹する強い意志力を育てる。

　学校行事や生徒会活動等の精選と充実を検討する。創立120周年記念事業を契機に創意工夫する意欲と態度を育てる。

育
友
会

Ｂ

奈良県立郡山高等学校

授
業
の

　
　
充
実

　育友会活動の活
性化を図る。

　進路意識の向上
を図る。

Ａ

Ａ

　育友会活動に関する学
校の取組と自己評価に同
意する。
　なお、食堂の利用活性
化に向けて、育友会、育
友会担当教員、生徒会役
員等で今後協議するの
で、協力をお願いしたい。

　早期からの進路指導の充実

　学習と部活動のバランスの取れた両立

進
路
指
導



成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等
評価指標

年度末（３月）
具体的目標

(評価小目標)
具体的方策

自己評価
学校関係者評価（結果・分
析）及び改善方策

評価
項目

　毎日の登校指導や授業、学校行事
等を通じて挨拶の励行と正しい制服
の着用を促す。

　挨拶に関するアンケートを実
施し、教員や来校者に対して
85％以上の生徒ができていると
判断した時Ａ、８0％以上Ｂ、
75％以上Ｃ、それ未満はＤ。服
装に関するアンケート項目を新
設し､正しく着こなしているとの回
答が95％以上ならＡ、８5％以上
Ｂ、75％以上Ｃ、それ未満はＤ。

　自ら挨拶する生徒は９８％､毎朝の登校指導においてもここ数
年に比べ良好であると感じられる｡今年度新設した服装に関す
る質問において､制服を正しく着用しているとの回答は８６％で
あった｡挨拶は人間関係構築の入口であること､制服の正しい
着こなしは周囲の評価のスタート地点であることを様々な機会
を見つけて訴えていきたい｡

　はきはきした元気よい挨拶と正しい制
服の着用を､生活委員や部活動に率先し
てもらう等､生徒主体に進めていきたい｡

　月２回以上遅刻した生徒には集会に
参加させ、学級担任･副担任と連携し
ながら自ら時間を守るという生活習慣
を徹底させる。

　集会に参加する生徒（不注意
の遅刻が月２回以上）の人数が
学年平均で５人未満がＡ、５人
以上７人未満がＢ、７人以上１０
人未満がＣ、１０人以上がＤ。

　延べ人数で第１学年７名､第２学年１４名､第３学年２０名､１か
月の学年平均数は３．４１人となる｡前年度より減尐している｡遅
刻指導には、前年度より担任・副担任も入って指導を行ってい
る。遅刻により、皆に迷惑をかけていることを自覚させたい。

　８時２０分着席を推進して６年目となる
が､全く守れていない若干名に対し５分
前にクラスが始まる大切さを訴えていき
たい｡

　各学期２回と月１回頭髪・服装点検
を実施し、学年主任・担任・副担任と
連携を取りながら継続的に指導する。

　学期の点検時に指導が必要な
生徒が全体の０．５％未満がＡ、
０．５％以上１％未満Ｂ、１％以
上１．５％未満Ｃ、１．５％以上
Ｄ。

　延べ人数で第１学年２名､第２学年３名､第３学年２名､全校生
徒に対する比率は０．５７％である｡継続指導により違反生徒を
根絶させたい。

　登校指導のほか､ＳＨＲや授業等で全
先生方に足並みの揃った指導をして頂
けるよう年度当初に徹底したい｡

　生徒の生活意欲を喚起するため、
「今月の言葉」を掲示板及び教室に掲
示する。内容をさらに精選し、自らの
よりよい生き方・在り方を考えさせる機
会とする。

　内容に興味・関心をもつものが
あったと答えた生徒が全体の６
０％以上がＡ、５０％以上がＢ、４
０％以上Ｃ、それ未満はＤ。

　興味をもつとの回答は４６％である｡約半数が何らかの関心を
示すことはある意味評価できる｡各学年若手教員から出して頂
くなどの工夫をさらに進めたい｡

　生活委員等生徒から出してもらうなど
の方策を検討したい｡

　各学校行事においてそれぞれの生
徒が各々の立場で輝けるよう、生徒
会役員を中心に十分な計画・準備を
行い、その都度チェック・反省を繰り返
しながらより良きものとなるよう指導す
る。特に文化祭は、文字通り「生徒の
文化」の結晶となるよう文化祭実行委
員会を通し、全校生徒がアイデアを出
し合いながらオリジナリティー溢れる
行事となるよう支援する。

　生徒実態調査により、文化祭
において、まわりと協力しながら
想像力溢れる文化祭になるよう
努力できたとする生徒が80％以
上A、60％以上B、45％以上C、
それ以下D。 Ａ

　生徒実態調査において、各学年とも90％以上の生徒が創意
性を発揮して努力したと回答している。昨年にもまして新しい企
画にも挑戦し、結果を残すことができた。３年生や文化祭実行
委員の中で充実感や達成感を感じているものが多くを占めて
いる。しかし、一部で決まり事やルールを守れない者もおり残
念な部分もあった。２年生や１年生でもリーダーシップを発揮
し、生徒会活動を盛り上げる生徒もおり来年以降が楽しみであ
る。

　来年度に向けて、各部門のリーダーを
育成する。また、文化祭実行委員会の取
り組みを生徒にしっかりと浸透させるよう
努力する。

　生徒会報を年間６回以上発行を目
標とするが、発行回数よりもその内容
を充実したものにするため指導してい
く。会報を通して生徒会執行部および
各課委員会の方針、活動内容を全校
生徒に伝え、より開かれた生徒会活
動を目指す。

　年間6回以上の充実した会報
の発行と、それにより生徒会活
動に興味を抱いた生徒の割合
が70％以上A、生徒会活動に興
味を抱いた生徒の割合が50％
以上B、逆に会報をあまり読まな
いと答えた生徒が50％以上C、
それ以下D。

Ａ

　生徒会報に興味を示し、目を通しているという生徒が昨年と
比較して約６％（一昨年と比較すると約１６％）上昇し、担当の
生徒会役員が様々な企画を出し合いながら、親しみやすく読み
やすい会報を作成していることと思われる。今後も一層、紙面
作りに工夫を加え、さらにその内容を充実していきたい。

　よりタイムリーで生徒に身近な校内で
のトピックスや学校行事など、郡高生の
声をより反映させたい。

　各部活動におい
て、心身ともに健全
な生徒の育成を目
指しながら、文武両
道の伝統的な校風
の維持発展に努め
る。また、活動場所
や部室等の環境整
備により、体力およ
び競技力の向上が
可能となるよう支援
する。

　「文武両道」とは勉学と部活動が両
輪の輪となるべきものである。部活動
偏重になりがちな１・２年生に対し、勉
学と両立しながら競技力を向上させる
ことにより、将来実りある進路実現が
達成されるよう指導していく。また、強
い精神力と忍耐力を培いながら、あい
さつやマナー等の重要性を指導する。

　生徒実態調査により、部活動
を通して精神力、体力、学力が
向上したとする生徒が70％以上
A、50％以上B、35％以上C、そ
れ以下D。

　生徒実態調査において９０％近くの生徒が部活動を通して自
らの精神・体力が向上したと回答している。特に３年生で高い
数値を示しており、自己肯定感の高さが窺える。また、所属す
る部活動に対する満足度も90％を超えており、部活運営もよい
状態にあると思われる。しかし、クラブ加入率９割の本校では、
部室やその他の環境整備という点で多くの解決困難な問題が
ある。

　今後も精神・体力を向上させ、全人的
に成長していけるような指導を目指した
い。活動環境については、物理的・金銭
的な問題があるので全面解決は不可能
であるが、尐しでも生徒がよりよく活動で
きるよう工夫したい。

Ａ

C

Ａ

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も社会
人としての規範意識を
持った生徒を育成する取
組の充実を期待したい。

　本年度は１２０周年記念
事業、サッカー部の全国
大会初出場等、学校とし
ての盛上がりの意識が高
かった。次年度以降も「文
武両道」の意識の向上に
向けた全校体制の取組を
継続してほしい。

Ａ
・
Ｂ

Ａ

　個々の生徒がそ
れぞれのシーンに
おいて、その立場
および責任を理解
し、自主的・自発的
な活動のもとに創
造的な能力が発揮
される生徒会活動
になるよう支援す
る。また、郡高生と
しての帰属意識・愛
校心を高めるととも
に、地域との連携・
調和を図る。

生
徒
指
導

A

Ｂ

　生徒の基本的生
活習慣の確立と規
範意識の向上､道
徳観の育成をはか
り、充実した学校生
活を送らせる。

Ｂ

特
別
活
動

部
活
動



成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等
評価指標

年度末（３月）
具体的目標

(評価小目標)
具体的方策

自己評価
学校関係者評価（結果・分
析）及び改善方策

評価
項目

　人権ＨＲ活動を充
実させる。

　正しい判断力と自律的な生活態度を
身に付けるため、ワークショップ等を
取り入れた生徒参加型のＨＲ実践を
行う。

　 各学年いずれかの学期に
ワークショップを導入できれば
Ａ、２つの学年で導入できれば
Ｂ、１つの学年のみ導入Ｃ、どの
学年も導入できない場合はＤ。

　ワークショップ型のＨＲ活動を通じて、自己の意見を明確に持
ち、他者の意見を尊重する姿勢が身についてきている。多くの
ＨＲ活動に取り入れていけるよう指導案の作成が課題である。

　各学年の指導案を工夫すると共に、
ワークショップ型ＨＲの指導方法につい
て、研修会等を行う。

　人権教育に関わる夏期研修会等、
各種研修会への参加を促す。

　 前年度に研修会に出られな
かった先生方の50％以上が参
加Ａ、30％以上が参加Ｂ、20％
以上がＣ、それ以下Ｄ。

Ａ

　趣旨を理解いただき３年間で大半が１回は研修会に参加でき
た。今後も案内並びに、参加の呼びかけを行う。

　次年度は別の課題について取り組む。

　教職員の実践に即した職員研修を
計画し、実施する。

　 事後アンケートを実施し、ＨＲ
実践等への参考になったが80％
以上Ａ、60％以上Ｂ、40％以上
Ｃ、それ以下Ｄ。

Ａ

　研修会後のアンケートで参加者の全員が概ねも含み参考に
なったと回答した。

　職員研修が、常にＨＲの実践につなが
るよう計画していきたい。

　人権教育関係の回覧を充実させ、
教職員自らが人権問題について認識
を深める。

　 教員アンケートで県推進委員
会、県外教等の資料の回覧を
しっかり目通しできた60％以上
Ａ、40％以上Ｂ、20％以上Ｃ、そ
れ以下Ｄ。

Ｃ

　 アンケートの設問を前年度と変更し抽象的になったため、「ど
ちらともいえない」の選択が多かった。回覧は、人権問題に関
する重要な情報であることを認識して頂けるように努める。

　 重要なものはマーカーする等して目に
付くようにする。また、評価指標・アン
ケートの設問を明確なものにする。

　人権教育部だよりを作成し、教室掲
示及びＨＰへの掲載を行う。

　　年間に５回以上作成できれ
ばＡ、３回以上Ｂ、２回以上Ｃ、そ
れ以下Ｄ。 Ｃ

　 多忙を理由に発行が遅れてしまった。各学期に２回発行が
課題である。

　編集･発行方法を見直し、必ず発行す
るように努める。

　豊かな人間性や社会連帯の精神を
身に付けるため、学校での講演会の
開催。外部の各種活動・研修会等へ
の参加を促す。

　生徒が校内の講演会も含め、
各種活動・研修会等へ６回以上
参加すればＡ、４回以上Ｂ、２回
以上Ｃ、それ以下Ｄ。

Ａ

　 毎年、生徒会、家庭クラブ等が中心になって活動してくれて
いる。人権に関わる研修会等への参加も呼びかける。

　次年度は別の課題について取り組む。

　生徒が個々の力
を十分に発揮する
ために、柔軟で多
様な考え方や感じ
方ができるよう支援
する。

　生徒用「相談室だより」を年３回発行
する。

　年３回発行できればＡ、２回で
Ｂ、１回でＣ、０回でＤ。

　３学期には本校スクールカウンセラーにコラム原稿を依頼し
て掲載するなど、紙面の充実に努めながら３回（各学期に１回）
発行することができた。その時々の生徒の状況に即した内容を
盛り込み、興味をもって読んでもらえるようにすることが課題で
ある。

　紙面を通して、予防的・開発的な関わり
ができるよう、生徒の状況を的確に把握
する。

　教員の教育相談
に関する知識と理
解を深める。

　生徒理解のための参考となる情報と
して、教師用「相談室より」を毎月発行
する。

　教員アンケートにおいて「概ね
目をとおしている」80％以上が
A、60％以上がB、40％以上が
C、それ以下はDとする。

　教員アンケートの結果、「概ね目をとおしている」が66％で
あった。もっと読んでいただくための工夫をすることが課題であ
る。

　有用な紙面となるよう、引き続き種々の
情報にアンテナを張るとともに発行する
ときは職朝連絡でお知らせし、また月例
の学年会議のときに資料の１つとして提
供する等の改善策を実施したい。

　生涯を通じて健康
な生活が実践でき
る力を育成する。

　保健通信を活用しながら、怪我・疾
病予防など健康への関心を高める。

　生徒実態調査において、「保健
通信を読んで怪我・疾病予防な
どに生かせた」が、６０％以上A、
４０％以上B、２０％以上C、それ
以下D。

　生徒実態調査で「毎月読んで、怪我や疾病などの予防に生
かした」および「気になる内容については読んで、怪我や疾病
などの予防に生かした」と回答した生徒が合計５１．８％となり、
評価「B」とする。

　生徒が健康の保持増進を実践できるよ
う、実態に応じた興味・関心をひく内容を
保健通信で取り上げる。

　たくましい体力、
活動の充実を図
る。

　体育に関する行事「新体力テスト・体
育大会」を実施し、体力の向上および
活動の充実を目指す。

　生徒実態調査において体育に
関する行事に自己の能力を発
揮して活動したが、８０％以上
A、６０％以上B、４０％以上C、そ
れ以下D。

　体育行事において、実力を発揮しましたかについて、「十分に
発揮した」と「発揮した」の合計割合が５８．３％となり、評価は
「Ｃ」となる。体力に関して多くの生徒は意識しているが、うまく
応用させながら活動していない状況が見受けられる。

　個々の体力に応じて、活動する機会や
方法を具体的に示す。

　 生徒・保護者へ
の人権啓発活動を
充実させる。

　推進体制の充実
を図り、教職員の実
践力を高める。

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も取組
のさらなる充実を期待した
い。

人
権
教
育

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

保
健

Ｂ

Ｂ

Ｂ

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も取組
のさらなる充実を期待した
い。

Ｃ

教
育
相
談

Ａ

体
育

Ｂ

　不登校に陥っている生
徒だけでなく、サポートを
必要する生徒への手立て
に最善を尽くしてほしい。



成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等
評価指標

年度末（３月）
具体的目標

(評価小目標)
具体的方策

自己評価
学校関係者評価（結果・分
析）及び改善方策

評価
項目

　生徒の読書量増
加を目指す。

　読書ＨＲなどを通じて、読書の楽しさ
を認識させる。

　生徒実態調査において、読書
の楽しさが認識できたという生
徒が６０％以上Ａ、６０～４０％
Ｂ、４０～２０％Ｃ、２０％以下Ｄ。

　読書ＨＲのアンケートから９０％以上の生徒がよかったと答え
ている。また、読もうと思っていた本が読めてよかった、ＨＲで
読んだ続きを読むなどの感想があり、読書ＨＲを心待ちにして
いた生徒が尐なくないことが伺える。

　現在の時間は確保し、充実感の味わえ
る読書時間として大切にしたい。

　積極的な啓発活
動（共慶、掲示特設
コーナー)を実施し、
生徒の読書のきっ
かけとする。

　共慶や啓発活動、掲示を活発化し、
読書への関心を高める。

　生徒実態調査において、共慶
や放送アピール、掲示板などに
興味・関心が持てたという生徒
が、５０％以上Ａ、３０～５０％Ｂ、
１０～３０％Ｃ，１０％以下Ｄ。

　図書委員会として「共慶」作成や掲示に創意工夫をしたが３
０．８％の生徒しか関心が持てていない。選本が作成者の意向
に偏っていたり、時期の過ぎたものが多かった。多くの生徒が
興味・関心を持てるものを選本したい。

　時事に関心を持って選本し、レイアウト
などを、より多くの生徒に興味・関心が持
てるよう創意工夫したい。

　生徒による施設
設備の自主的な整
備と美化

　普通清掃や大掃除を通して、身のま
わりの環境を自ら整える力を身につけ
させる。

　生徒に自己評価させ、「積極的
に清掃活動に取り組んだ」と答
えた者の割合が８０％以上Ａ、６
０％以上Ｂ、４０％以上Ｃ、それ
以下Ｄ。

　「清掃活動に進んで取り組んだ、責任を果たした」と回答した
生徒は全体で95.9%であった。多くの生徒が清掃活動に対して
前向きに取り組む姿勢を持っている。清掃用具が古くなり、交
換の必要なものが増えてきた。

　清掃用具を充実させ、清掃を通じて身
の回りを整えることによる心地よさや達
成感を感じさせたい。

　校舎内での公私の区別をつけさせ
るため、美化委員によりロッカーの上
や靴箱の上に私物を放置しない呼び
かけをする。定期的に点検を実施す
る。

　私物が無い状態のクラス数の
割合が８０％以上Ａ、６０％以上
Ｂ、４０％以上Ｃ、それ以下Ｄ。 Ｂ

　大掃除の後提出の点検票（計５回提出）を集計した結果、教
室のロッカーの上に私物がないクラスの割合は７７．０％であっ
た。

　今後も私物の整理整頓について、美化
委員の呼びかけやクラスの指導を行う。

　美化委員が作成したポスターを掲示
し、ゴミの減量・分別、トイレ使用マ
ナーの向上等の習慣を身につけさせ
る。

　生徒に自己評価させ、「マナー
を守っている」と答えた者の割合
が ８０％以上Ａ、６０％以上Ｂ　４
０％以上Ｃ　４０％以下Ｄ。

Ａ

　「ゴミの分別･減量およびトイレ使用マナーを心がけている」
（「おおむね心がけている」を含む）と回答した生徒は94.5%で
あった。

　今後も美化委員の呼びかけやポスター
等による啓発活動を通してゴミの分別や
トイレ使用マナーの一層の向上を目指
す。

　防災意識の向上
を図る。

　年２回避難訓練を実施し、訓練実施
前には避難経路および災害時の行動
についてのプリントを配布し指導の徹
底を図る。

　生徒に自己評価させ、教室か
ら点呼場所への避難経路や災
害時の行動について理解してい
るかについて「理解している」と
答えた者が８０％以上Ａ　６０％
以上Ｂ　４０％以上Ｃ　４０％以下
Ｄ。

　予定通り２回避難訓練を実施した結果、82.1%の生徒が「災害
時にどのように行動するかわかっている」（「ほぼわかっている」
を含む）と回答し、昨年よりも32.3%増えた。２回実施した成果が
あったと思われる。次年度は避難時間の短縮を課題としたい。

　引き続き、避難訓練を年２回実施し、避
難経路の確認や防災についての意識を
向上させていく。

　学校ホームペー
ジによる情報公開
を進める。

　本校Ｗｅｂサイトの更新手続きや
ページ作成について職員に周知し、ス
ムーズな情報公開に努める。

　保護者アンケートによる満足
度が70％以上Ａ、50％以上Ｂ、
30％以上Ｃ、30％未満Ｄ。

　本校Webサイトを見たことのある保護者は59.5％、生徒64.7％
であり、ある程度認知、利用されていると考えられる。

　従前どおり、「部活動」や「学校行事」に
関するコンテンツの充実とこまめな更
新、生徒や保護者がどのようなコンテン
ツを欲しているかの把握、公開中のコン
テンツの周知につとめるとともに、スマー
トフォンやタブレット端末で利用しやすい
ホームページの研究に努める。

　授業アンケートな
どの活用を図る。

　授業アンケートが教員の授業点検
にさらに役立つように、趣旨を教員と
生徒に周知するとともに設問項目や
実施形態を研究し検討を加える。

　授業アンケートが役立ったとす
る教員が70％以上Ａ、50％以上
Ｂ、30％以上Ｃ、30％未満Ｄ。

　教員アンケートで「授業アンケートが自らの授業の点検に役
立ったか」の問いに対して「そう思う」「どちらかというとそう思
う」という回答が86.4%で（H25は80.3%、H24は75.8%、H23は
71.6%、H22は74.2%)、授業アンケート実施の方向性は当面現状
で良いと思われる。
　問題点として、①複数教員で担当している講座の集計結果が
担当教員にとって有効とはいいがたい点、②すべての科目に
ついてアンケートを行うため、質問項目が多くなり、進度やレベ
ル等を問う質問項目を具体化しにくい点が挙げられる。

　授業アンケートの実施方法について
は、現状をふまえた上でどういう形が最
善なのか、随時検討、改善していく必要
がある。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

　美化マナーの向
上を図る。

Ｂ

読
書
や
文
化
体
験
活
動
に

関
す
る
指
導

Ａ

Ｂ

Ａ

学
校
評
価
の
充
実

Ｂ

広
報
活
動
の
推
進

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も取組
のさらなる充実を期待した
い。

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も取組
のさらなる充実を期待した
い。

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も取組
のさらなる充実を期待した
い。

学
校
環
境



成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等
評価指標

年度末（３月）
具体的目標

(評価小目標)
具体的方策

自己評価
学校関係者評価（結果・分
析）及び改善方策

評価
項目

学
習
指
導

　授業以外で１日平
均２時間以上の学
習時間を確保させ
る。

　学習すべき内容について細かく指導
する。また、隙間の時間を有効に活用
させる。

　授業時間以外の学習時間が２
時間以上の生徒の割合が６０％
以上はＡ、５９～３０％はＢ、２９
～１５％はＣ、１４％以下はＤ。

　２学期に実施した生徒実態調査の結果、学習時間が２時間
以上の生徒の割合は２６％で、１学期より１０ポイント下がっ
た。また、休日には６５％の生徒が２時間以上学習している。

　日々の学習の重要性を理解させて、家
庭学習を習慣化させる。進路目標をもた
せて学習に対する意欲を高める。

　不注意による遅
刻が月２回以上の
生徒を３名以下に
する。

　８時２０分着席の持つ意味を考えさ
せ、安易に遅刻をさせない環境作りを
する。

　３名以内はＡ、４～６名はＢ、７
～１０名はＣ、それ以上ならＤ。

Ａ

　不注意による遅刻が月２回以上の生徒は、１学期は５名、２
学期は１名、１月は１名で合計７名であった。ただし、２学期に
なって体調不良の理由も含め遅刻は増加し,８時２０分着席を
守れない生徒も増えた。

　８時２０分着席の意義を理解させる。不
注意による遅刻の総数で評価できるよう
にする。

　制服を正しく着さ
せる。

生徒心得や服装規定を正しく理解さ
せ、服装に対する自己点検を徹底さ
せる。

　年度末のアンケートにおいて、
服装を正しく着ている生徒の割
合が、９０％以上はA、８０～８
９％はB、６０～７９％はC、６０％
未満はD。

Ｂ

　年度末のアンケートにおいて、いつも正しく着ている生徒の割
合が７７％、ほとんど正しく着ている生徒の割合が１５％であっ
た。課題は、第１ボタンをきちんと留めさせることである。

　制服を正しく着ていない生徒に対して、
全員の先生方で注意し指導する。制服
の意義を生徒に理解させる。

進
路
指
導

　将来の進路の方
向性を確定させる。

　ＨＲ活動、面談、進路集会などを通
じて、様々な情報を提供し意識を高め
させる。

　進路希望調査において、進路
の方向性を決定している割合
が、９０％以上はＡ、８９～７０％
はＢ、６９～５０％はＣ、それ以下
ならＤ。

　２学期に実施した生徒実態調査の結果、進路の第１希望未
定の割合が１４％、希望する学部・学科・専門コース等が未定
の割合は１６％であった。具体的な進路目標を決定している生
徒が尐ないことが今後の課題である。

　進路HRや集会等を通じて具体的な目
標を考えさせる。

学
習
指
導

　授業以外で１日平
均３時間以上の学
習時間を確保させ
る。

　学習すべき内容について細かく指導
する。また、隙間の時間を有効に活用
させる。

　授業時間以外の学習時間が３
時間以上の生徒の割合が６０％
以上はＡ、５９～３０％はＢ、２９
～１５％はＣ、１４％以下はＤ。

　調査の結果、学習時間が３時間以上の生徒は7.6％にとど
まっており、２時間以上学習している生徒も32.8％であった。

　まだまだ受験に対する姿勢が甘いの
で、今後は進学対策講座などを開催す
ることにより、啓発に努めたい。

生
活
指
導

　不注意による遅
刻が月２回以上の
生徒を３名以下に
する。

　８時２０分着席の持つ意味を考えさ
せ、安易に遅刻をさせない環境作りを
する。

　３名以内はＡ、４～６名はＢ、７
～１０名はＣ、それ以上ならＤ。

　１月末までの９ヶ月間で月２回以上遅刻した生徒は14名であ
る。月平均にすると1.6名になる。

　担任の努力のあり、例年に比べ欠席遅
刻の尐ない学年であると考えている。

進
路
指
導

　将来の進路の方
向性を確定させる。

　ＨＲ活動、面談、進路集会などを通
じて、様々な情報を提供し意識を高め
させる。

　１１月の進路希望調査におい
て、進路の方向性を決定してい
る割合が、９０％以上はＡ、８９
～７０％はＢ、６９～５０％はＣ、
それ以下ならＤ。

　調査の結果、82.2％の生徒が進路の方向性を決定していると
答えている。

　第３学年をむかえるにあたり、進路実
現に向けての一層の努力が必要となっ
てくる。的確な指導と情報発信に努めな
ければならない。

学
習
指
導

　尐しでも早い時期
から進路目標を決
定させ、受験を想
定した学習に取り
組ませる。

　ＨＲや面談、集会等を通じて最終学
年としての意識を高めさせ、各自の進
路目標の実現に向けて、勉学と部活
動の両立に努めさせる。

　２年生の３学期における家庭
学習時間と本年度１学期の学習
時間とを比較し、その伸びが２
時間以上ならＡ、１時間半以上
ならＢ、１時間以上ならＣ、それ
以下ならＤ。

　学習時間調査は２学期以降に行わなかったが、生徒たちは
各自の進路目標の実現に向けて立派に努力したと評価でき
る。またサッカー部が３年生を主力に年末年始の全国大会で大
いに活躍、文武両道の範を示してくれたことは特筆に値しよう。

　３年生５月の学習時間調査の実施時期
は、各クラブが最後の県大会等へ向けて
練習に余念のない時期であり、その中で
の学習時間の増加は評価できよう。逆に
言えば、２年次後半からこの姿勢を確立
することが、本校生の今後の課題であろ
う。

生
活
指
導

　基本的生活習慣
をしっかりと確立さ
せ、自己管理につ
いての意識を高
め、自己を律する
力を身につけさせ
る。

　８時２０分着席を徹底させ、不注意
による遅刻を防ぐ。

　不注意による遅刻が月２回以
上の者３名以内はＡ、４～６名は
Ｂ、７～１０名はＣ、それ以上なら
Ｄ。

　不注意による月２回以上の遅刻者は１月末まででのべ２０名
であった。月平均は2,2名になる。ただ欠席や保健室利用が例
年以上に多く、体調管理に課題を残した学年であった。

　自己管理についての意識を高めさせる
よう普段から指導するとともに、20分着
席のいっそうの徹底を図るべきであろう。

進
路
指
導

　自己の進路実現
に向けて、諦めず、
妥協せず、粘り強く
努力させる。

　生徒各自の進路実現に向けて多様
な情報を提供するとともに、学習環境
を整え、それに基づいて最大限の努
力をさせる。

　卒業前のアンケートにおいて、
各自の進路実現に向けて学習
に精一杯取り組めた生徒の割合
が８０％以上ならＡ、７０％以上
ならＢ、６０％以上はＣ、６０％未
満ならばＤ。

　２月に実施した生徒アンケートにおいて、進路実現に向けて
精一杯取り組めた、よく頑張れたと答えた生徒の割合は82,5％
であった。とりわけ学年後半の学習姿勢には、先生方からも高
い評価をいただいた。

　各自の進路目標の実現のために今何
をなすべきかを普段からしっかり考えさ
せるとともに、低学年次から将来の目標
をできるだけ早く持たせる指導が大事で
あろう。

Ｃ

Ｂ

Ｄ

１
学
年

Ｂ

Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ｃ

生
活
指
導

Ｂ
Ｂ

　一人一人の生徒を大切
にして、本校で学んだこと
を喜びに思えるようなサ
ポートをしてもらいたい。
今後も取組のさらなる充
実を期待したい。

３
学
年

２
学
年

Ａ



成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等
評価指標

年度末（３月）
具体的目標

(評価小目標)
具体的方策

自己評価
学校関係者評価（結果・分
析）及び改善方策

評価
項目

　光熱水費（電気・
水道・ガス）の使用
量を削減する。

　生徒・教職員の健康管理を優先しな
がらも、電気器具、水道等の不要な使
用を監視し、環境への配慮の観点か
らも光熱水費の使用量の削減に取り
組む。

　使用量合計が前年度に比べ
4％以上削減でA、0～4％の削
減でB、0～4％の増加でC、4％
以上増加した場合はＤ。（ただ
し、育友会設置の空調設備にか
かる電気使用量は除く）

　４～１月の使用量については、合計で前年度比約５．７％の
減となった。特に７～９月の夏場の節電による電気使用量の減
尐（前年比８．２％減）が大きく影響している。

　使用量前年度比
　　　　電気　　５．９１％減
　　　　水道　　５．０９％増
　　　　ガス　　１５．１４％減

・生徒等の健康管理を優先しながらも、
こまめな節電、節水等を習慣づけるよう
にする。
・電気器具の更新の際には、電気効率
のよいものの導入を検討する。事

務
Ａ

　学校の取組と自己評価
に同意する。今後も取組
のさらなる充実を期待した
い。


